
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ HPVワクチンの接種勧奨が再開されました 

子宮頸がんを防げるワクチンとして 2011年に接種が始まった 

HPVワクチン。多くの副反応が発生し、2016年に全国で訴訟が 

起こり、そのため各自治体からの接種のお知らせは中止になりました。 

2022年 4月接種勧奨が再開されると全国の自治体で大々的に 

お知らせが展開され、テレビやインターネットでも多くの CMが流れています。 

しかし、ワクチンは全く変わっていません 

副反応の訴えがあったから製品の内容がつくり変えられている 

と思われるかもしれませんが、そんな動きはありません。 

そして、新たな被害者が生まれています 

市からのお知らせで 2022年、中学 3年生でHPVワクチンを 

接種し、副反応が出た Aさんは、2年たった今も高校に行けていま 

せん。A さんとお母さんが、10 年前にワクチン被害に遭い、今裁判を闘っている方々に出会った時

「私たちの訴えが届かず、また被害者をつくってしまってごめん」と謝られたそうです。このお母さん

はそれを聞いて胸がえぐられるような気分になったそうです。なぜ彼女らが謝らなければならない

の？真面目に国が進めるワクチンを信じて打った彼女らを国は助けもしない。娘と彼女らに、健康な

体を返してほしいとそのお母さんは語っています。 

 

■ 男子にも接種？ 

厚労省は男子への定期接種を進めようとしています。 

HPVワクチンの効能効果に肛門がん予防、尖圭コンジ 

ローマ予防がありますが、定期接種にするには説得力 

に欠けると思ったのか、咽頭がん、陰茎がんも防げる 

と記載することを検討。しかしこれらは薬事承認され 

ていません。 

はあもにいNO.344 

2024年8月号も 

あわせてご覧ください 

はあもにぃ 
  薬局通信 

2025 年 

Ｎｏ.358 

10 月号 

お薬のことなら http://shizuken.com./ 

（有）静岡健康企画 ことぶき薬局 TEL055(977)6024  たまち薬局 TEL054(251)1678 
ひまわり薬局 TEL053(463)4312   みかん薬局 TEL053(584)2230 いちご薬局 TEL055(946)6430 

 

子宮のない 

男子にも 

！？ 

肛門がん 

ってホントに 

まれながん 

 



■ 子宮頸がんを防ぐには検診が有効です 

子宮頸がんはがんになる前に検診で発見できる、非常に珍しいがん 

です。早めに治療すれば、子宮を失わずに済みますし、妊娠も可能です。 

自治体からの助成があるため、500円～2,000円位で受けられます。 

横浜市では、精度の高い細胞診が 2,000円で受けられるよう公費補助 

されています。さらに海外では、内診台ではなくベッドで検診が受け 

られるよう、研究が進んでいます。 

近年、若い世代の子宮頸 

がんは←のグラフにみら 

れるよう減っています。 

グラフ①②の世代の子宮 

頸がん検診率が向上した 

ため、がん罹患者が減っ 

たのです。①②は HPV 

ワクチン接種をしていな 

い世代なので、HPVワ 

クチンの効果で減ったわ 

けではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「今なら無料です」にまどわされないで、よく考えて 

薬にもワクチンにも、効果とリスクの両面が 

あります。「今なら無料」にまどわされず、接種 

前に、よく確認してほしいと思います。 

HPV ワクチンに関しては、「HPV ワクチンの 

ほんとうのこと」という書籍がおすすめです。 

また、右のバーコードを読み取るとホームペー 

ジから HPV ワクチン副反応被害者の方の訴えを 

聴くことができます。 

私たちの薬局では今後も薬害被害者に寄り添う 

活動を続けていきます。 

参照：HPVワクチン薬害訴訟全国弁護団ホームページ 

HPVワクチンのほんとうのこと   文責：ひまわり薬局 青山 


